
iOSDC Japan 2023

ADEPの更新審査が始まった！
非公開の業務用iOSアプリ(InHouse配布)の移行を考える
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大石 裕一
株式会社フィードテイラー

2008〜 iPhoneアプリ開発事業

2010〜 エンタープライズ iOS
アプリ開発・導入支援事業

2020〜 エンタープライズ iOS 研究所 設立

2022〜 研修プログラム  開始

2023〜 ADP移行支援 開始



https://www.micss.biz/

隔週で業務用iOS関連の情報発信



ADEPによる InHouse 配布

業務用アプリには都合の良い配信方式として長らく使われてきた

● 非公開アプリ

● Appleによる審査不要

● 配布端末数の台数制限なし

● 配布方法は豊富で自由に選択可

● 任意バージョンに巻き戻し可能

● iOSや端末の環境を固定できる



AGENDA

● ADEPの歴史

● ADEP(InHouse)からADP(カスタムApp)へ

● ADEP(InHouse)からADP(AdHoc)へ

● ADEP(InHouse)からADP(非表示App)へ



AGENDA

● ADEPの歴史

● ADEP(InHouse)からADP(カスタムApp)へ

● ADEP(InHouse)からADP(AdHoc)へ

● ADEP(InHouse)からADP(非表示App)へ



2022 / ADEP更新審査

ADEP(iDEP)の歴史

2020 / ADEP新規凍結

2008 / iDEP (従業員500人以上)

2010 / iDEPの条件緩和 (DUNS番号さえあれば )

2015 / ADEPに名称変更 (従業員100人以上)



従来、ADEPは一度契約すれば毎年カード決済するだけで継続ができた



2022年春頃から、ADEP更新にチェックが入るようになった





https://developer.apple.com/jp/programs/enterprise/



ADEP更新不可の場合、InHouse アプリは？

ADEP契約終了日

1年間



実は90日間だけ。えっ！？

https://developer.apple.com/jp/support/renewal/



ADEP更新不可の場合、InHouse アプリは？

ADEP契約終了日

90日間

起動不可

1年間

実は90日間だけ。えっ！？



ADEP更新不可の場合、InHouse アプリは？

ADEP契約終了日

90日間

ところが。実際には、90日間を過ぎても起動し続けた
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起動不可

1年間



2022 / ADEP更新審査

ADEP(iDEP)の歴史

2020 / ADEP新規凍結

2008 / iDEP (従業員500人以上)

2010 / iDEPの条件緩和 (DUNS番号さえあれば )

2015 / ADEPに名称変更 (従業員100人以上) 2023
ADEP終了後の起動制限



ADEP更新不可の場合、InHouse アプリは？

ADEP契約終了日

90日間

2023年、90日で起動されなくなることを観測

起動不可



2023年、90日で起動されなくなることを観測



2022 / ADEP更新審査

ADEP(iDEP)の歴史

2020 / ADEP新規凍結

2008 / iDEP (従業員500人以上)

2010 / iDEPの条件緩和 (DUNS番号さえあれば )

2015 / ADEPに名称変更 (従業員100人以上) 2023
ADEP終了後の起動制限
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移行先を案内するメール

● 90日前

● 60日前

● 30日前

● 15日前

●   5日前

カスタムAppを第一候補にあげてくる
ABM/ASM はカスタムAppの購入窓口



移行先を案内するメール

● 90日前

● 60日前

● 30日前

● 15日前

●   5日前

カスタムApp以外の選択肢も用意されている



AGENDA

● ADEPの歴史

● ADEP(InHouse)からADP(カスタムApp)へ

● ADEP(InHouse)からADP(AdHoc)へ

● ADEP(InHouse)からADP(非表示App)へ



App Store Connect ABM MDM

Public

Private

App Store

キーワード多すぎ！なエンタープライズiOSの世界を俯瞰する iOSDC2020

カスタムApp は、結局のところ App Store アプリ



● ADP契約

● 証明書や Provisioning Profile の作成

● 開発

● ビルドのアップロード

● 内部テスト

● 非公開を指定して申請

カスタムApp は、結局のところ App Store アプリ

一点だけを除いて、手順は変わらない



「非公開」を選択し、配信先の組織ID・組織名を入力する

配信の設定だけが異なる



● 非公開アプリ

● Appleによる審査不要

● 配布端末数の台数制限なし

● 配布方法は豊富で自由に選択可

● 任意バージョンに巻き戻し可能

● iOSや端末の環境を固定できる

カスタムAppに移行するということは...

今までのような自由はほぼ全て失われる



今までのような自由はほぼ全て失われる

● 非公開アプリ

● Appleによる審査不要

● 配布端末数の台数制限なし

● 配布方法は豊富で自由に選択可

● 任意バージョンに巻き戻し可能

● iOSや端末の環境を固定できる

カスタムAppに移行するということは...



● 非公開アプリ

● Appleによる審査必須

● 配布端末数の台数制限なし

● 配布方法はMDMと引換コード

● 任意バージョンに巻き戻し不可

● 環境の固定は不可

カスタムApp化で変わること

「台数制限なし」は、特定の配布方法に従う前提



● BundleID の重複に注意

● UDID 枠の消費を極力避ける

● ビルドのコンプライアンス設定

カスタムApp化での確認ポイント



カスタムApp化での確認ポイント

● BundleID の重複に注意

● UDID 枠の消費を極力避ける

● ビルドのコンプライアンス設定



ADEP 側に存在するのと同じ BundleID は指定できない



カスタムApp化での確認ポイント

● BundleID の重複に注意

● UDID 枠の消費を極力避ける

● ビルドのコンプライアンス設定



ADEP(InHouse) 時代のテスト配布

InHouse OTA

MDM

Apple Configurator



同じことが ADP(AdHoc) でも可能だが...

AdHoc OTA

MDM

Apple Configurator

AdHoc 用の Provisioning Profile には事前登録した端末(UDID)の紐づけが必要

UDIDs



エンドユーザ企業 コンサル企業 開発会社

UDID
UDID

UDID
UDID

UDID

UDID
UDID

UDID
UDID

UDID

UDID
UDID

UDID

SIer 開発会社

UDID
UDID

UDID
UDID

UDID

UDID
UDID

UDID
UDID

UDID

大企業だったり、既にB2C向けアプリを提供している場合、UDIDが枯渇しやすい

UDIDには登録上限がある



エンドユーザ企業 コンサル企業 開発会社

UDIDの登録を必要最低限に抑える

TestFlight 内部テストを使う

UDID UDID UDID



カスタムApp化での確認ポイント

● BundleID の重複に注意

● UDID 枠の消費を極力避ける

● ビルドのコンプライアンス設定



アップロードするビルドの度に「輸出コンプライアンス」の設定が必要



この指定を行わなければ、内部テストでビルドの配信がされない



App Manager 以上

https://developer.apple.com/jp/support/roles/



該当しないなら Info.plist に明示



● ADP契約

● 証明書や Provisioning Profile の作成

● 開発

● ビルドのアップロード

● 内部テスト

● 非公開を指定して申請

カスタムApp は、結局のところ App Store アプリ

申請直前まで実際にやってみる。影響範囲や課題が見えてくる



デモアプリを作りTestFlightで内部テスト



内部テストはサンプルアプリレベルでもok



カスタムApp化のメリット

証明書や Provisioning Profile の更新が必須でなくなる

(InHouseアプリと違い更新せずともアプリは動き続ける)

TestFlight でテスト用ビルドの配信や

フィードバック収集が楽になる

Developer Program の年間費用が安くなる (¥12,980)



AGENDA

● ADEPの歴史

● ADEP(InHouse)からADP(カスタムApp)へ

● ADEP(InHouse)からADP(AdHoc)へ

● ADEP(InHouse)からADP(非表示App)へ



AdHoc は InHouse とほぼ同じ運用ができる

AdHoc OTA

MDM

Apple Configurator

数台や十数台でしか動作させないアプリなら、わざわざカスタムAppに移行しなくて良い

UDIDs



● 非公開アプリ

● Appleによる審査不要

● 配布端末数の台数制限あり

● 配布方法は豊富で自由に選択可

● 任意バージョンに巻き戻し可能

● iOSや端末の環境を固定できる

AdHoc に移行するということは...

今までのような自由をほぼ維持できる。UDIDの上限と収集労力は課題



AGENDA

● ADEPの歴史

● ADEP(InHouse)からADP(カスタムApp)へ

● ADEP(InHouse)からADP(AdHoc)へ

● ADEP(InHouse)からADP(非表示App)へ



ここの用意が非現実的な場合がある

App Store Connect ABM MDM

Public

Private

App Store



https://developer.apple.com/jp/support/unlisted-app-distribution/



YouTubeの「限定公開動画」に似ている



非表示Appへの切り替えを申請



Describe in detail the business problem your app solves and why unlisted app distribution helps solve 
this problem. Please provide specific examples.

Why do you prefer unlisted app distribution over public distribution on the App Store?

Why do you prefer unlisted app distribution over private distribution to specific organizations via Apple 
Business Manager or Apple School Manager?

Will your app be distributed internally to your employees, externally to partners and/or customers, or 
both?

How many people will use this app?

How many organizations (for example, businesses or schools) will use this app?

Who is your app designed for?

Will the app be distributed to managed devices, unmanaged devices, or both?

In what regions will your app be available?

What category best describes your app?



● URL限定公開

● アプリ審査とは別に申請が必要

● カスタムAppにしない理由の説明が必要

● テスト用途やベータ版用途には使用不可

● 公開Appに変更不可

非表示App 特徴

ログイン認証機構の搭載が推奨される



AGENDA

● ADEPの歴史

● ADEP(InHouse)からADP(カスタムApp)へ

● ADEP(InHouse)からADP(AdHoc)へ

● ADEP(InHouse)からADP(非表示App)へ



アプリ配布方法一覧 （2023年版）

公開
非公開

Provisioning
Profile 配信ツール 審査 台数制限

リビルド
再署名
再登録

旧バージョン
インストール

実装 備考

公開App 公開 App Store ABM + MDM
Apple Configuraotr 有 無 不要 不可 Native

カスタムApp 非公開 App Store
ABM + MDM
ABM + 引き換えコード
Apple Configuraotr

有 無 不要 不可 Native 企業向け非公開App配信の基本

非表示App 限定公開 App Store ABM + MDM
Apple Configuraotr 有 無 不要 不可 Native カスタムAppでは不都合な場合に検討

InHouse 非公開 In House
MDM
OTA
Apple Configurator

無 無
要
(年1回) 可 Native

2020年以降 新規取得原則不可
2022年以降 既存契約更新困難に
2023年以降 契約終了後起動制限発動

AdHoc 非公開 Ad Hoc
MDM
OTA
Apple Configurator

無
100台
(種別毎)

要
(年1回) 可 Native InHouseとほぼ同じ運用が可能

テスト用途に限定されない

TestFlight (内部テスト) 非公開 App Store TestFlight App 無
100人
30台

要
(90日ごと)

可
(90日限定) Native

TestFlight (外部テスト) 非公開
公開

App Store TestFlight App 有 10000人 要
(90日ごと)

可
(90日限定) Native パブリックリンクで公開テストが可能



Apple Developer Enterprise Program
https://developer.apple.com/jp/programs/enterprise/

プログラムの更新
https://developer.apple.com/jp/support/renewal/

Appleデバイスに社内専有 Appを配付する  - 証明書の検証
https://support.apple.com/ja-jp/guide/deployment/depce7cefc4d/web#dep024643fd1

キーワード多すぎ！なエンタープライズiOSの世界を俯瞰する (@iOSDC2020)
https://www.youtube.com/watch?v=j3LHNwhUHZQ

プログラムにおける役割
https://developer.apple.com/jp/support/roles/

非表示アプリの配信
https://developer.apple.com/jp/support/unlisted-app-distribution/

Complying with Encryption Export Regulations
https://developer.apple.com/documentation/security/complying_with_encryption_export_regulations

参考資料

https://developer.apple.com/jp/programs/enterprise/
https://developer.apple.com/jp/support/renewal/
https://support.apple.com/ja-jp/guide/deployment/depce7cefc4d/web#dep024643fd1
https://www.youtube.com/watch?v=j3LHNwhUHZQ
https://developer.apple.com/jp/support/roles/
https://developer.apple.com/jp/support/unlisted-app-distribution/
https://developer.apple.com/documentation/security/complying_with_encryption_export_regulations
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